
『ヘンリー・ソロー研究論集』論文執筆要領  

【和文論文、英文論文共通】  

1.章、節等の番号は、アラビア数字とし、ピリオドを付し、左寄せとする。  

2.本文中の引用文、注の本文、引用文献リストの各記述の 2 行目以降、［付記］

の 2 行目以降は、すべて全角 2 字下げとする。  

 

【和文論文】  

 投稿論文の記述方式については、和文論文も M L A  H a n d b o o k 最新版に準

じて作成する。しかし、準じ方が判然としない場合や、和文特有の記述法があ

る場合もある。そこで、以下の規則を補う。  

 

1.外国の固有名詞の表記 

 本文中の外国の人名、地名、書名などは、日本語で表記する。未訳の書名に

ついては、執筆者が訳す。原綴は、本文の初出の箇所に（  ）に入れて示すが、

著名な人名、地名、書名などは、原綴を省略できる。  

 

2.引用注記  

 本文中に引用元を示す引用注記を付す際、地の文に引用元著者の情報がなけ

れば、（  ）の中に、著者の姓、半角アケ、頁数の順で記す。  

  （亀井 35、37）  

 

 地の文に引用元の情報がなく、同一著者に複数の文献がある場合は、（  ）

の中に、著者の姓、読点、書名、半角アケ、頁数を記す。書名が長い場合は簡

潔な形で記す。最初の名詞を含む形が望ましい。  

  （ソロー、「無原則な生活」 166 -6 7）  

  （ソロー、「ジョン・ブラウン」 246） 

 

3.稿末項目（注、文献リスト、付記）  

 本文の後に、注、文献リスト、付記を、この順で記す。これらの項目の前は、

1 行アケとする。注番号は、アラビア数字とし、ピリオドを付す。引用文献リ

ストは、洋書、和書でまとめ、この順に並べる。見出しは「引用文献」とし、

参考文献もあるときは、「引用・参考文献」とする。［付記］は最後に記し、口



頭発表の情報や、科研費の助成情報などを記す。和書の文献リスト記述法につ

いては、次項で述べる。 

 

注 

1. エコロジーという概念は、……。  

2. ソローは、この年、……。  
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［付記］本稿は、日本ソロー学会 2020 年度全国大会（10 月 2 日、〇〇大学）

のシンポジウム「ソローとエコクリティシズム」における発表内容に加

筆したものである。また、本研究は、科研費の助成（JP・・・・・）を

受けたものである。  

 

4. 和書の文献リスト記述法  

 M L A  H a n d b o o k 最新版に準じるが、和書独自の規則として以下を補う。  

1)記述要素の区切り記号は「、（読点）」「。（句点）」を用いる。「。」は、記述

末のみに用い、途中の区切り記号は、すべて「、」とする。ただし、最初の書

名（論題や単著の書名など）を示す「  」『  』の前後、及び、上位の書名

（共著の書名や雑誌名など）を示す『 』の後の区切り記号は省略する。  

2)著者の表記が、文献によって異なるとき（例えば、ソーロー、H・D・ソロ

ーなど）は、論文本文中の形（例えば、ヘンリー・デイヴィッド・ソロー）を

著者名に用い、その下に著作を集める。  

3)巻号、出版年、ページ数は、次のように記述する。数字が、漢数字やロー

マ数字などで表記されている場合、アラビア数字に置き換えても支障がなけれ

ば、アラビア数字に置き換える。文献の巻号に日本語（第 3 巻）と外国語

（vol. 3）の両方の表記があれば、日本語の表記を優先する。巻号の表記は、

数字を除き、文献の表記通りに記述する。巻と号の間には、区切り記号を付さ



ない。書籍の多巻物全体を表すときは、末尾に「巻」を補い、「7 巻」などと

する。出版年は、末尾に「年」を補う。ページ数は、末尾に「頁」を補う。  
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